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命の基盤整備 ～地方が動き出す時～維新はやる!!!

身を切る!!!
維新の会は、

この様な改革を実践してきました

福島県民として原発処理水の海洋放出には憤りを感じます。しかし、「反対」だ
けでは、問題の解決にはならない。次世代へ課題の先送りもしてはいけない。
現に海洋放出がはじまった今、福島県民として現実的な対応が必要と考えます。
①徹底的な風評被害対策  ②業種等を問わず、風評被害に対する賠償  ③地域や学校で
の原子力、放射線教育の徹底  ④海洋放出を5年で終わらせる為、日本各地での分担放出

高齢者の幼児教育参加など、家庭、地域、学校、企業
が一体となった子育て、教育環境の整備　
障がい者、高齢者など誰ひとり取り残されない隙間の
ない福祉環境の整備　
物価高に対しては、お米クーポンなどのあらゆる応急措
置を。また、中長期的には、東京、大企業、一極集中から
地方、中小零細企業へひと、もの、かねの流れをつくる
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86名 70名
大阪市議会議 議員定数（2011年）

3,500万円（一期） 0円
奈良県知事 退職金

上限1万円
塾代助成バウチャー（教育クーポン）

26団体118団体
天下り団体数（H22）

月額93万円 月額65万円
大阪府議員報酬

無償化

完全無償化

大阪市立小中学校給食費

府内のすべての高校や大阪公立大学の学生の授業料（2026年度）

徹底した行政改革を目指し、
まずは、政治家自らが


